
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

15,749 15,749

予算措置
7人分

任用
7名

財源内訳（単位：千円）

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

任期満了後または任期途中において、一般企業への就職につながるよう関係機関・関係部署等の連携を通じて、障がい者就労に関する情報提供を図ると
ともに、日常の業務内容を精査し、段階的にスキルアップを図っていく必要がある。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

職
員
課

障がい者雇用創出事
業

「障害者の雇用の促進等に関する法律」
の趣旨に基づき、障がいのある方の自立
した生活を促進するため、その意欲や能
力に応じた就労の場（雇用機会）の拡大
を図る。

会計年度任用職員　7人 現状継続 現状継続

担
当
課

事業名 事業内容 事業費

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-1 社会参加の促進
事業を休止や終了とするもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

3,607 315 3,292

令和４年度
北広島市職員研
修計画において
予定した研修を
実施する

北海道市町村
振興協会助成
金

実績
延べ3,622人受
講
3,607,025円

財源内訳（単位：千円）

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

若手職員の早期育成、職員が主体的に学習するための環境づくり、女性職員のリーダーとしての能力・資質向上、管理職員の管理能力向上、リスク管理
能力、説明責任能力向上などを図るため、現状の内容に改善を加えながら継続して実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

職
員
課

職員研修事業

北広島市職員人材育成基本方針に定めた
職員像の実現に向けて、職員一人ひとり
が高い能力を身に付け、組織として活性
化していくように、職員研修計画に基づ
き、各種の職員研修を実施する。

自己啓発研修（令和４年度から
オンデマンド方式の研修（e-
learning研修）を導入）
職場支援研修
市独自集合研修
派遣研修　ほか

現状継続 現状継続

担
当
課

事業名 事業内容 事業費

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 6-3 行財政運営の推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 6-4-5 組織・職員の活性化
事業を休止や終了とするもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,514 1,514

職員福利厚生会
に対する交付金
の交付

2022年度会員数
540名
2022年度交付金
額
1,513,67円
事業内容
健康増進事業
同好会等助成事
業

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

職員の福利厚生のあり方・水準等については、常に使用者としての責任、市民感覚等社会一般との適合性、民間企業や国・他の自治体との均衡、財政負
担等を総合的に考慮し、毎年度継続的に検討していく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

職
員
課

職員福利厚生事業

市が行うべき職員の福利厚生に関する事
項の一部を職員福利厚生会が行うことに
より、福利厚生事業の円滑な実施や職場
の活性化等を促すとともに、公務能率の
向上を図る。

職員の体育・文化に関する事業
費及び事務費に対して交付

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 6 つながり成長するまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 6-3 行財政運営の推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 6-4-5 組織・職員の活性化


